









































































本題に入ると、 『平家物語評判秘伝抄』 （以下、 『平家評判』 略す）













































































































































































































































































































































































































































































































記憶すら曖昧であったのである。高官高位を一門で占めたが故に有職故実を習う相手を敵に回してしまった（例えば、藤原基房、九条兼実）ということに尽きる。記録という点においては宗盛ひとりの責任ではないにしても、高位高官を極めた家が次にすること 、先ずは家 記録を残すということが棟梁に求められる仕事である 『吾妻鏡』がそう あったように。こうした負の要素が平氏の棟梁・宗盛の資質の欠如として平家の物語に付加され、 形成されていっ のである。 その最たる記述が『家評判』作者 よっ 描出される暗愚の宗盛像と「正当性」への問題である。　　　
３、宗盛の戯画化について

























































































斬」 ）を想起しての評であろう。 『平家評判』は特に死に際に拘りを見せている。しかもその語り口は平家の棟梁として恥ずべき宗盛の戯画化である。 「傳曰」は宗盛に自害を頻りに進める五郎兵衛忠清の説得を載せている。　　































































































































































































































































































































うに源平両氏は「ムサ（武者） 」であった。平治の乱で義朝が滅び、平家が「殿上の交りをだに嫌はれし人の子孫にて、禁色・雑袍をゆり、綾羅錦繍を身に纏」 （巻一「我身の栄花」 ） い、 権力を恣にした結果 朝廷・廷臣の憎しみを受け、平氏の多くは西海に滅んだ。ところが、頼朝はどうであろうか。 武勇 名誉長じ給へるによつて、
坐ゐ
ながら征夷将軍の










































（） 『国史館日録』国立 会図書館蔵、 （寛文七年十月十一日）
（




 拙稿「 『平家物語評判秘伝抄』―作者周辺について―」 （ 『国文目白』第五四号、二〇一五・二） 。
（
（）
 福田安典「武田科学振興財団杏雨書屋蔵『今大路家書目録』について―お伽の医師の蔵書―」 （ 藝能史研究』
（（9、一九九五・四） 、七一頁。
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（（） 『本朝通鑑』巻七五 国書刊行会、一九一九 、二六一〇頁。
（
（（）
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ouses] as their source.  O
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ntoku that he “did not suffer due to his position being ignoble, and 
he did suffer due to his virtue not being venerated,” citing the G
enpei 
Jhosuiki as its source.  T
his indicates an understanding that is close 
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